
19,834,000千円　　　

20,596,109千円　　　

479,689千円　　　

21,075,798千円　　　

対当初予算比　6.3％増

対前年同期比　0.0％　

1．平成28年度3月補正における主な事業

※（　　）内は予算書のページ
●地方創生拠点整備交付金事業　　　　　　　　

〇

町家活用事業 60,000千円（うち交付金対象は40,000千円）

●安全で快適な都市機能・都市基盤づくり

庁舎建設基金積立金 50,000千円

平成28年度３月補正予算の概要

　補正予算額が4億7千9百68万9千円、補正後の予算額が2百10億7千5百79万8千円
となり、当初予算に対し6.3％の増額となっています。

　財源の内訳については次のとおりです。

一般会計当初予算額

補正予算額

補正後予算額

予算現額

将来、庁舎を建て替える際の財源とするため、庁舎建設基金に積立を行います。
28年度末の基金現在高は500,000千円となります。
（17ページ）

　今回の補正は、学校施設整備事業や地方創生拠点整備交付金事業など、国の補正予算
である「未来への投資を実現する経済対策」等に伴う事業経費を計上し、２９年度へ繰
り越しを行います。また、事業の進捗に伴う、事業費や各種補助金等の予算の整理を
行っております。

地方公共団体の地方版総合戦略に基づく自主的・主体的な地域拠点づくりなどの事業につい
て、未来への投資につながる施設整備等を行うことにより、地方における安定した雇用創出、
地方への新しいひとの流れ、まちの活性化など地方創生の深化を目的とします。2９年度に繰
り越して実施します。

市指定文化財「平田家住宅」の用地買収を行うとともに、建設当初の町家を復原するため改修
工事を行います。また、復原後は体験講座や見学会、地域コミュニティの場として活用するな
ど、西鉄小郡駅周辺の町家地区の活性化のための事業を行います。
（30ページ）

１ページ

（単位：千円）

国県支出金 市債
その他
特定財源

一般財源

479,689 48,076 319,400 ▲ 3,294 115,507

一般会計

財源内訳
補正額



既存高齢者施設等防犯対策強化事業支援補助金 3,072千円

●生きる力を育む教育と地域文化づくり

三国中学校改修事業 16,961千円

大原中学校大規模改造事業 286,238千円

中学校空調設置事業 36,043千円

東野小学校給食施設整備事業 186,329千円

２ページ

夏の暑さ対策など、安全で快適な教育環境の整備を図るため、学校施設に空調を設置します。
中学校の特別教室（理科室・音楽室）に設置します。
（28ページ）

国の補正予算を活用し、29年度整備予定の事業を前倒しして行います。

●やさしさあふれる健康と福祉づくり

既存高齢者施設等の防犯対策を強化するために必要な防犯カメラの設置など、安全対策に要す
る経費を支援します。29年度へ繰り越しして行います。（19ページ）

〇

年次的に自校式給食施設を整備します。今回は東野小学校が対象となります。
（31ページ）

校舎、体育館等の年数経過による老朽化に対応する改修など、教育環境の整備と施設の安全向
上を図るため、小・中学校施設の大規模改造事業を計画的に行っています。
（27ページ）

トイレの改修を行います。洋式化を行い、洋式トイレの割合を増やします。また、多目的トイ
レを新たに設置するなど、環境改善を図ります。
（27ページ）



◎特別会計

３ページ

国民健康保険事業特別会計補正予算（第6号） （単位：千円）

国県支出金 地方債 その他
7,684,211 ▲ 4,310 51,658 0 ▲ 55,968 0 7,679,901

後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号） （単位：千円）

国県支出金 地方債 その他
852,792 22,677 0 0 0 22,677 875,469

介護保険事業特別会計（介護保険事業勘定）補正予算（第4号） （単位：千円）

国県支出金 地方債 その他
3,865,662 ▲ 984 ▲ 425 0 ▲ 207 ▲ 352 3,864,678

下水道事業特別会計補正予算（第5号） （単位：千円）

国県支出金 地方債 その他
2,691,934 2 0 600 0 ▲ 598 2,691,936

住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第1号） （単位：千円）

国県支出金 地方債 その他
9,808 3 3 0 0 0 9,811

工業団地整備事業特別会計補正予算（第2号） （単位：千円）

国県支出金 地方債 その他
258,452 ▲ 30,000 0 ▲ 30,000 0 0 228,452

補正前額 補正額 補正後額特定財源
一般財源

補正前額 補正額 補正後額特定財源
一般財源

補正前額 補正額 補正後額特定財源
一般財源

補正前額 補正額 補正後額特定財源
一般財源

補正前額 補正額 補正後額特定財源
一般財源

一般財源
特定財源 補正後額補正額補正前額


